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選択肢つき穴埋め問題の基本特性
椎 名 乾 平
ABSTRACT
A test format in which an examinee is required to fill blanks in a sentence with
items provided by examiner is often used in Japan（cloze test with alternatives）. For-
mally, this test format is equivalent to the ordering of n items picked up from m al-
ternatives, which violates the conditional independence assumption because a wrong
response affects the probability of other responses. Fundamental characteristics of



























































































































































を得る。（ただし n ≧ t ≧０かつ t ≧ j かつ





































































か？ テスト項目数（穴の数）を n ，選択
肢数（穴に入れるべき項目）を m とし，正
答のないテスト項目数を l（無効項目と呼ぶ
ことにする）とする。この場合 target 数は n
















で与えられる（ただし n−l ≧ t ≧０かつ t ≧





















































































その他の性質は n＝m か n≠m でかなり異
なるので別々に議論する。
















































m ≧ n の場合
（５）（６）より m が大きくなるにつれて正
答数の平均値，分散とも０に収束することが
わかる。すなわち distractor が増えて m が
表２ 二 つ の 戦 略 と ， 平 均 ， 分 散 ， 範 囲
n＝m m>_n
同一戦略 平均 １ n／m
分散 ０ nm２（m-n）小
範囲 １ ０から１




















































n ＝ m と m ≧ n での戦略の比較
他の条件がすべて同じ場合，m ≧ n の場
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テスト項目数 n，選択肢数 m，無効項目数lという条件下で，解答候補集合内の n 選択肢の中に t 個のtargetが含まれる確
率 Pmnl（t）は，ランダムに選ばれた n 選択肢の中に，n−l 個の target 選択肢の中から選ばれたちょうど t 個のtargetが含まれ
る確率なので（n−lCt×m−n＋lCn−t）／mCnで与えら
れる。
解答候補集合内の n 選択肢の中に t 個のtarget が含まれる条件下でちょうど j 項目が正解になる条件付確率Pmnl（j|t）（ただ
しt≧j）を求める。まず，t 個の target の中からちょうど j 項目が正答となり，残りのn−j項目がすべて不正解となる順列数
は tCj F（n−j，t−j）となる。ここで F（n−j，t−j）は n−j 選択肢中にt−j 個の target が含まれる状況でランダムな並べ替えを行な








を得る。ただし n−l≧t≧０かつ t≧j かつ t≧２n−２l−m でなければならない）
t≧２n−２l−m でなければならない理由は，distractor数 m−n＋l が小さい場合いくつかのターゲットが必ず解答候補集合に
含まれなければならないわけだが，その数が n−l−（m−（n−l））＝２n−２l−m となるからである。
周辺分布は
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Pmnl（j）＝
n−l

t＝max（2n−2l−m，j）
Pmnl（j，t）
で与えられる。正答数jについての確率母関数Gmnl（x）は
Gmnl（x）＝
n−l

j＝0
xj
n−l

t＝max（2n−2l−m，j）
Pmnl（j，t）＝
n−l

t＝max（2n−2l−m，0）
t

j＝0
xj Pmnl（j，t）
となる。N＝n−lとおけば明らかに
Gmnl（x）＝
N

t＝max（2N−m，0）
t

j＝0
xj Pmnl（j，t）＝GmN（x）
であるから，証明１の結果を用いて
E（J）＝
N
m
＝
n−l
m
V（J）＝E（（J）−E（J））2）＝
N（m2−2m+N）
m2（m−1）
＝
（n−l）（m2−2m+n−l）
m2（m−1）
を得る。
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